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紀
州
家
本
源
氏
物
語
本
文
箚
記 

―
若
菜
上
巻
～
幻
巻
―

成

田

大

知

緒
言

紀
州
家
旧
蔵
伝
阿
仏
尼
等
筆
『
源
氏
物
語
』、
言
わ
ゆ
る
紀
州
家
本

『
源
氏
物
語
』
は
、
鎌
倉
時
代
写
の
五
十
四
帖
揃
本
の
『
源
氏
物
語
』

で
紀
州
徳
川
家
旧
蔵
の
伝
本
を
言
う
。
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
紀

州
家
よ
り
イ
ギ
リ
ス
籍
イ
ン
ド
人
貿
易
商
モ
デ
ィ
（N

aoroji 

H
orm

usji M
ody

一
八
七
三
―
一
九
四
四
）
の
も
と
に
移
っ
た
が
、
彼

の
死
後
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
の
神
戸
大
空
襲
で
焼
失
し
た
と

推
測
さ
れ
て
い
る
。

紀
州
家
本
は
、
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
『
源
氏
物
語
』
の
本
文
と
は

異
な
る
、
珍
し
い
本
文
を
持
つ
『
源
氏
物
語
』
と
し
て
巷
間
に
知
ら
れ

て
お
り
、
当
時
の
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て
次
の
書
入
校
本
が
作
ら
れ
て

い
た
。

・�「
武
田
校
本
」
―
佐
佐
木
信
綱
（
一
八
七
二
―
一
九
六
三
）
主
導

の
も
と
、
武
田
祐
吉
（
一
八
八
六
―
一
九
五
八
）
が
紀
州
家
本
の

原
本
を
実
見
し
て
、
そ
の
本
文
を
金
子
元
臣
『
定本

源
氏
物
語
新

解
』（
全
三
冊
、
明
治
書
院
、
一
九
二
五
―
三
〇
）
に
書
き
入
れ

た
も
の
。

・�「
山
岸
校
本
」
―
山
岸
徳
平
（
一
八
九
三
―
一
九
八
七
）
監
督
の

も
と
、
東
京
文
理
科
大
学
生
ら
が
「
武
田
校
本
」
を
何
ら
か
の
活

字
本
に
写
し
取
っ
た
も
の
。

・�「
室
伏
校
本
」
―
室
伏
信
助
（
一
九
三
二
―
二
〇
二
一
）
が
「
武

田
校
本
」
の
桐
壺
巻
の
み
を
、
西
尾
光
雄
『
校註

源
氏
物
語
桐
壺
』
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（
武
蔵
野
書
院
、
一
九
四
一
）
に
写
し
取
っ
た
も
の
。

紀
州
家
本
の
本
文
は
、
芳
賀
博
士
記
念
会
『
校
異
源
氏
物
語
』（
中

央
公
論
社
、
一
九
四
二
）、
お
よ
び
池
田
亀
鑑
『
源
氏
物
語
大
成
』（
同

社
、
一
九
五
三
―
五
七
）
に
登
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
右
の
三
本
が

紀
州
家
本
研
究
上
、
重
要
な
資
料
で
あ
っ
た
が
、
全
巻
の
本
文
が
書
き

入
れ
ら
れ
た
「
武
田
校
本
」
と
「
山
岸
校
本
」
は
行
方
不
明
。
そ
の
た

め
、
紀
州
家
本
の
本
文
は
従
来
、「
山
岸
校
本
」
に
拠
っ
て
研
究
し
た

と
思
わ
れ
る
、
山
岸
周
辺
の
人
物
の
著
書
や
論
文
に
断
片
的
に
抄
出
さ

れ
た
も
の
が
知
ら
れ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

し
か
し
近
年
、
第
四
の
紀
州
家
本
の
書
入
校
本
を
新
た
に
見
出
し
た
。

沼
波
守
校
註
『
校註

日
本
文
学
大
系　

第
七
巻　

源
氏
物
語
』
下
巻
（
誠

文
堂
新
光
社
、
一
九
三
七
）
を
底
本
に
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
仮
に

こ
れ
を
「
校註

日
本
文
学
大
系
校
本
」
と
呼
ぶ
。
そ
こ
に
記
さ
れ
る
識
語

に
よ
れ
ば
、
該
本
は
、
某
氏
（
所
有
者
、
書
入
筆
者
と
も
詳
細
不
明
）

が
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
に
「
山
岸
校
本
」
を
写
し
取
っ
た
も
の

と
の
由
で
あ
る
。
今
は
下
巻
（
若
菜
上
巻
～
夢
浮
橋
巻
）
し
か
確
認
で

き
て
い
な
い
が
、
も
と
は
上
巻
（
桐
壺
巻
～
藤
裏
葉
巻
）
も
存
し
た
も

の
と
考
え
る
。
下
巻
の
み
と
は
言
え
、
該
本
に
よ
っ
て
、
謎
多
き
紀
州

家
本
の
三
分
の
一
の
本
文
が
明
ら
か
と
な
る
（
（
（

。

紀
州
家
本
の
本
文
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
山
岸
徳
平
『
尾
州
家

河
内
本

源
氏
物

語
開
題
』（
徳
川
黎
明
会
、
一
九
三
五
）
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。

伝
阿
仏
尼
筆
の
本
文
は
、
総
角
巻
・
早
蕨
巻
及
び
宿
木
巻
の
前
半

の
如
き
に
、
河
内
本
や
湖
月
抄
本
と
極
め
て
大
き
な
異
同
持
つ
外
、

略
々
松
風
巻
以
下
は
、
相
違
の
程
度
に
多
少
の
差
は
あ
る
が
、
大

体
は
湖
月
抄
本
に
極
め
て
親
近
な
関
係
に
立
ち
、
一
致
す
る
が
如

き
部
分
を
多
く
持
つ
て
居
る
。
唯
、
帚
木
巻
・
榊
巻
を
除
け
ば
、

桐
壺
巻
以
下
、
明
石
巻
・
澪
標
巻
の
如
き
辺
ま
で
は
、
多
少
顕
著

な
相
違
を
持
つ
本
文
で
あ
る
。

山
岸
は
『
湖
月
抄
』
の
本
文
を
「
青
表
紙
本
と
し
て
は
、
聊
か
不
純
で

あ
る
と
し
て
も
、
大
体
青
表
紙
系
の
本
文
」（
同
書
）
と
し
て
い
る
。

と
す
れ
ば
、「
総
角
・
早
蕨
巻
及
び
宿
木
巻
の
前
半
」
を
除
く
「
湖
月

抄
本
に
極
め
て
親
近
な
関
係
に
立
」
つ
紀
州
家
本
の
殆
ど
の
巻
は
「
大

体
青
表
紙
系
の
本
文
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、「
校註

日
本
文
学
大
系
校
本
」
を
縦
覧
す
る
に
、
山
岸

が
青
表
紙
本
と
し
た
巻
に
つ
い
て
も
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
異
文
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
、「
別
本
」（
青
表
紙
本
、
河

内
本
の
い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い
本
文
系
統
の
伝
本
に
つ
い
て
池
田
亀
鑑

〔
一
八
九
六
―
一
九
五
六
〕
が
用
い
た
便
宜
的
呼
称
）
と
さ
れ
る
諸
本

と
親
近
を
示
す
箇
所
も
多
分
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
系
統
の
明
ら



63　紀州家本源氏物語本文箚記 ―若菜上巻～幻巻―

か
で
な
い
種
々
様
々
の
孤
立
し
た
伝
本
が
、
何
の
秩
序
も
な
く
雑
然
と

詰
め
込
ま
れ
て
ゐ
る
」（『
源
氏
物
語
大
成
研
究

資
料

篇
』
第
五
章
「
別
本
の
呼

称
と
そ
の
性
格
」）
と
い
う
「
別
本
」
に
お
い
て
も
、
あ
る
程
度
の
系

統
を
特
立
し
得
る
蓋
然
性
を
示
唆
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
別
本
」
の

研
究
が
進
展
し
、
正
当
な
評
価
が
下
さ
れ
れ
ば
、
青
表
紙
本
、
河
内
本

の
既
成
評
価
も
自
ず
と
変
容
し
て
来
よ
う
。
閉
塞
状
態
に
陥
っ
て
い
る

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
『
源
氏
物
語
』
本
文
研
究
に
風
穴
を
開
け

る
と
期
待
さ
れ
る
一
本
が
、
こ
の
紀
州
家
本
な
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、「
校註

日
本
文
学
大
系
校
本
」
を
用
い
て
、
ま
ず
は
若
菜
上
巻

か
ら
幻
巻
ま
で
の
紀
州
家
本
の
本
文
の
様
相
を
示
し
て
い
き
た
い
。

「校
註日本文学大系校本」若菜上巻

「校
註日本文学大系校本」鈴虫巻「校

註日本文学大系校本」夕霧巻
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【
凡
例
】

一
、
紀
州
家
本
の
引
用
に
は
、「
校註

日
本
文
学
大
系
校
本
」
を
用
い
る
。

一�

、「
校註

日
本
文
学
大
系
校
本
」
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
１
～

３
に
従
う
。

１�　

該
本
か
ら
引
用
す
る
に
際
し
、
書
入
の
有
様
を
厳
密
に
伝
え
る

べ
き
で
あ
る
が
、
煩
を
避
け
る
た
め
、『
校註

日
本
文
学
大
系
』
の
本

文
に
書
入
を
反
映
し
て
復
元
し
た
本
文
を
掲
出
す
る
。

２�　
「
原
文
「
…
」」
の
注
記
が
あ
る
箇
所
は
、
原
文
を
反
映
し
て
復

元
す
る
。

３�　

該
本
の
書
入
筆
者
が
『
校註

日
本
文
学
大
系
』
の
本
文
に
振
ら
れ

た
ル
ビ
に
対
し
て
如
何
な
る
処
置
を
と
っ
て
い
る
の
か
不
明
で
あ

る
た
め
、『
校註

日
本
文
学
大
系
』
に
振
ら
れ
た
ル
ビ
も
残
し
た
ま
ま

引
用
す
る
。

一�

、
比
校
お
よ
び
引
用
は
基
本
、『
源
氏
物
語
大
成
校
異
篇
』、『
源
氏
物

語
別
本
集
成
』
に
拠
る
。
但
し
影
印
、
複
製
、
翻
刻
の
類
が
刊
行
さ

れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
適
宜
そ
れ
ら
に
拠
る
。
そ
れ
ら
を
列
挙

す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

・�

飯
島
本
―
池
田
和
臣
編
・
解
説
『
飯
島
本
源
氏
物
語
』（
笠
間
書

院
、
二
〇
〇
八
―
〇
九
）

・�

御
物
本
（
各
筆
源
氏
）
―
日
本
古
典
文
学
会
監
修
『
御
物
各
筆
源

氏
』（
貴
重
本
刊
行
会
、
一
九
八
六
）

・�

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
帚
木
・
手
習
巻
―
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
蔵
史
料
編
集
会
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
貴
重
典
籍
叢
書
文

学
篇　

第
十
八
巻
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
二
）

・�

従
一
位
麗
子
本
―
渡
部
榮
『
源
氏
物
語
従
一
位
麗
子
本
之
研
究
』

（
大
道
社
、
一
九
三
六
）

・�

相
愛
大
学
春
曙
文
庫
蔵
帚
木
巻
・
藤
裏
葉
巻
・
橋
姫
巻
・
宿
木

巻
・
手
習
巻
断
簡
―
田
中
重
太
郎
編
『
源
氏
物
語
断
簡
』（
東
風

社
、
一
九
六
四
）

・�

天
理
図
書
館
蔵
伝
藤
原
為
家
筆
帚
木
巻
、
伝
源
頼
政
筆
柏
木
巻
、

「校
註日本文学大系校本」幻巻
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伝
藤
原
俊
成
筆
鈴
虫
巻
・
夕
霧
巻
、
伝
西
行
筆
竹
河
巻
―
『
天
理

図
書
館
善
本
叢
書　

源
氏
物
語
諸
本
集
一
』『
同　

二
』（
八
木
書

店
、
一
九
七
三
・
一
九
七
八
）

・�

中
山
本
―
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
史
料
編
集
会
『
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
蔵
貴
重
典
籍
叢
書
文
学
篇　

第
十
七
巻
』（
臨
川
書
店
、

二
〇
〇
〇
）

・�

伏
見
天
皇
本
―
吉
田
幸
一
編
『
源
氏
物
語
伏
見
天
皇
本
影
印
』

（
古
典
文
庫
、
一
九
九
一
―
九
五
）

・�

尾
州
家
本
―
秋
山
虔
・
池
田
利
夫
編
『
尾
州
家
河
内
本
源
氏
物

語
』（
武
蔵
野
書
院
、
一
九
七
七
―
七
八
）

・�

蓬
左
文
庫
蔵
伝
藤
原
為
家
筆
竹
河
巻
、
伝
源
頼
政
筆
総
角
巻
、
伝

藤
原
為
家
筆
浮
舟
巻
―
『
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
十
八　

源
氏

物
語
古
本
集
』（
貴
重
本
刊
行
会
、
一
九
七
三
）

・�

穂
久
邇
文
庫
本
―
日
本
古
典
文
学
会
編
『
日
本
古
典
文
学
影
印
叢

刊
一
―
七　

源
氏
物
語
』（
貴
重
本
刊
行
会
、
一
九
七
九
―
八
〇
）

・�

保
坂
本
―
伊
井
春
樹
編
『
保
坂
本
源
氏
物
語
』（
お
う
ふ
う
、
一

九
九
五
―
九
七
）

・�

陽
明
文
庫
本
―
陽
明
文
庫
編
『
陽
明
叢
書
国
書
篇
第
十
六
輯　

源

氏
物
語
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
七
九
―
八
二
）

な
お
「
校註

日
本
文
学
大
系
校
本
」
書
入
本
文
と
の
比
較
の
便
宜
を
考
慮

し
、
紀
州
家
本
以
外
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
引
用
に
際
し
て
次
の
１
～

３
の
処
置
を
施
す
。

１�　

句
読
点
と
濁
点
を
打
ち
、
会
話
文
に
は
「 

」
を
施
す
。

２�　

検
討
対
象
外
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
適
宜
漢
字
を
当
て
る
。
そ

の
場
合
、
原
文
の
表
記
は
ル
ビ
で
示
す
。
つ
ま
り
ル
ビ
を
辿
れ
ば

原
文
を
復
元
で
き
る
。

３�　

原
文
に
お
い
て
省
略
さ
れ
て
い
る
送
り
仮
名
と
助
詞
を
適
宜

〔　

〕
で
補
う
。

一
　
若
菜
上
巻

若
菜
上
巻
は
、
青
表
紙
本
、
河
内
本
、「
別
本
」
間
に
大
き
な
異
同

が
無
く
、
特
徴
的
な
異
文
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
次
に
掲
げ
る
箇

所
に
見
え
る
異
文
は
、
紀
州
家
本
の
本
文
系
統
を
考
え
る
上
で
参
考
と

な
る
で
あ
ろ
う
。

十
一
月
、
紫
の
上
に
よ
る
嵯
峨
野
御
堂
の
薬
師
仏
供
養
と
精
進
落
と

し
の
場
面
。

二
十
六
日
を
御お
ん

と
し
み
の
日
に
て
、
こ
の
院
は
、
か
く
透
間
な
く

集つ
ど

ひ
給
へ
る
う
ち
に
、
我
が
御お
ん

わ
た
く
し
の
殿
と
お
ぼ
す
二
條
の
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院
に
て
、
そ
の
御お
ん

ま
う
け
は
せ
さ
せ
給
ふ
。�

（
紀
州
家
本
）

現
在
確
認
で
き
る
殆
ど
の
本
が
「
御
と
し
み
の
日
」
は
「
二
十
三
日
」

と
す
る
。
し
か
し
、
紀
州
家
本
に
お
い
て
は
「
二
十
六
日
」
と
あ
る
。

紀
州
家
本
に
同
じ
く
す
る
の
は
、「
別
本
」
の
保
坂
本
と
阿
里
莫
本
で

あ
る
。（
但
し
阿
里
莫
本
は
「
二
十
六
日
を
ば
」
と
い
う
本
文
で
あ
り
、

厳
密
に
言
え
ば
、
保
坂
本
の
み
が
紀
州
家
本
に
一
致
す
る
。）

こ
れ
に
続
く
箇
所
も
参
考
と
な
る
。

い
み
じ
う
盡
し
て
、
例
の
様
式
の
絵
な
ど
、
珍
ら
し
き
泉
水
の
壇

な
ど
、
目
な
れ
ず
お
も
し
ろ
し
。（
中
略
）
南
の
廂
に
上か
ん

達だ
ち

部め

、

左ひ
だ
りの
大お
と臣ゞ
、
式
部
卿
の
宮
を
は
じ
め
奉
り
て
、
つ
ぎ
〳
〵
は
ま
し

て
參
り
給
は
ぬ
人
な
し
。�

（
紀
州
家
本
）

傍
線
部
、
諸
本
は
次
の
よ
う
な
本
文
と
な
っ
て
い
る
。

め
つ
ら
し
き
せ
ん
す
い
、
た
ん
な
と�
（
大
島
本
）

め
つ
ら
し
き
せ
ん
す
い
、
た
き
な
と�（
尾
州
家
本
・
伏
見
天
皇
本
）

め
つ
ら
し
き
山
水
の
さ
ま
な
と�

（
阿
里
莫
本
）

め
つ
ら
し
き
せ
ん
す
い
、
こ
た
ん
な
と�

（
御
物
本
）

め
つ
ら
し
き
せ
ん
す
い
の
た
ん
な
と�

（
保
坂
本
）

め
つ
ら
し
き
山
水
、
た
ん
な
と�

（
穂
久
邇
文
庫
本
）

こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、「
こ
こ
は
異
文
多
く
、
解
釈
上
問
題
の
あ
る

所
」
と
の
指
摘
が
あ
る
（
阿
部
秋
生
他
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文

学
全
集　

源
氏
物
語
四
』〔
小
学
館
、
一
九
九
六
〕
九
四
頁
頭
注
一
一
）。

紀
州
家
本
、
保
坂
本
、
阿
里
莫
本
、
穂
久
邇
文
庫
本
の
本
文
は
、「
例

の
様
式
の
絵
な
ど
（
（
（

」「
れ
い
の
四
き
（
し
き
）
の
ゑ
（
え
）
な
と
」
と

「
珍
ら
し
き
泉
水
の
壇
な
ど
」
が
「
な
ど
」
を
伴
っ
て
並
列
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、「
目
な
れ
ず
お
も
し
ろ
し
」
と
い
う
評
を
下

す
と
い
う
文
章
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
紀
州
家
本
は
保
坂
本
と
同

じ
本
文
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
青
表
紙
本
、
河
内
本
、
伏
見
天
皇
本
の
本
文
は
、
い

つ
も
の
あ
り
ふ
れ
た
四
季
の
絵
で
は
あ
る
も
の
の
、
珍
し
い
山
水
、
譚

あ
る
い
は
滝
な
ど
は
、
と
い
う
意
に
解
す
こ
と
が
で
き
、「
め
づ
ら
し

き
せ
ん
す
い
、
た
ん
（
た
き
）
な
ど
」
は
「
れ
い
の
四
季
の
ゑ
」
に
描

か
れ
た
景
物
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、「
め
な
れ

ず
お
も
し
ろ
し
」
と
い
う
評
は
「
め
づ
ら
し
き
せ
ん
す
い
、
た
ん
（
た

き
）
な
ど
」
に
つ
い
て
下
さ
れ
た
も
の
と
な
る
。

紀
州
家
本
若
菜
上
巻
は
、
概
ね
青
表
紙
本
と
言
え
る
本
文
で
あ
る
。

し
か
し
、
比
較
的
諸
本
間
の
異
同
が
激
し
い
箇
所
に
お
い
て
は
「
別

本
」
の
保
坂
本
と
親
近
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
紀
州
家

本
若
菜
上
巻
は
「
別
本
」
と
認
め
ら
れ
る
。
と
同
時
に
、
保
坂
本
と
の

関
係
性
を
窺
う
こ
と
も
で
き
る
。



67　紀州家本源氏物語本文箚記 ―若菜上巻～幻巻―

二
　
若
菜
下
巻

正
月
二
十
日
過
ぎ
の
あ
る
月
夜
、
光
源
氏
が
灯
籠
の
光
の
中
に
女
三

宮
の
姿
を
見
る
箇
所
。

櫻
の
細
長
に
、
御み

髪ぐ
し

は
左
ひ
だ
り

右み
ぎ

よ
り
零こ
ぼ

れ
懸か
ゝ

り
て
、
柳
の
絲
の
さ
ま

し
給
へ
り
。
御
琴
の
袋
た
ゝ
み
て
ひ
き
か
へ
し
た
る
に
、
程
の
ち

ひ
さ
く
お
は
し
ま
せ
ば
、
な
か
な
か
さ
し
や
り
給
ふ
程
も
な
く
て
、

い
と
美
し
く
見
え
給
ふ
。
こ
れ
こ
そ
は
、
限
り
な
き
人
の
御
有
様

な
め
れ
と
見
ゆ
る
に
、�

（
紀
州
家
本
）

こ
の
箇
所
、
青
表
紙
本
で
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

桜さ
く
らの
細ほ
そ

長な
か

に
、
御
髪く
し

は
左
ひ
た
り

右み
き

よ
り
こ
ぼ
れ
か
ゝ
り
て
、
柳や
な
きの
糸い
と

の

さ
ま
し
た
り
。
こ
れ
こ
そ
は
、
限か
き

り
な
き
人
の
御
有あ
り

様さ
ま

な
め
れ
と

見み

ゆ
る
に
、�

（
大
島
本
）

青
表
紙
本
は
紀
州
家
本
に
見
え
る
傍
線
部
の
本
文
が
ま
ま
無
い
形
の
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

紀
州
家
本
と
同
じ
傾
向
に
あ
る
の
は
、
河
内
本
や
「
別
本
」
の
阿
里

莫
本
、
伏
見
天
皇
本
、
保
坂
本
で
あ
る
。

桜さ
く
らの

細ほ
そ

長な
か

に
、
御
髪く
し

は
左
ひ
た
り

右み
き

よ
り
こ
ぼ
れ
か
ゝ
り
て
、
柳や
な
きの

糸い
と

の

さ
ま
し
た
り
。
御
こ
と
の
ふ
く
ろ
た
ゝ
み
て
ひ
き
か
へ
し
た
る
に
、

ほ
と
の
ち
ゐ
さ
く
お
は
し
ま
せ
は
、
な
か
〳
〵
さ
し
や
り
た
ま
ふ

ほ
と
も
な
く
て
、
い
と
う
つ
く
し
う
み
え
給
。
こ
れ
こ
そ
は
、
限か
き

り
な
き
人
の
御
有あ
り

様さ
ま

な
め
れ
と
見み

え
給
〔
ふ
〕
に
、�（
尾
州
家
本
）

桜さ
く
らの
細ほ
そ

長な
か

に
、
御
髪く
し

は
左
ひ
た
り

右み
き

よ
り
こ
ぼ
れ
か
ゝ
り
て
、
柳や
な
きの
糸い
と

の

さ
ま
し
給
へ
り
。
御
琴
の
ふ
く
ろ
を
た
ゝ
み
て
ひ
き
か
へ
し
た
る

ほ
と
に
、
ち
ひ
さ
く
お
は
し
ま
せ
は
、
中
々
さ
し
や
り
給
ほ
と
も

な
に
心
な
く
、
い
と
う
つ
く
し
く
み
え
給
。
こ
れ
こ
そ
は
、
限か
き

り

な
き
人
の
御
有あ
り

様さ
ま

な
め
れ
と
見み

ゆ
る
に
、�

（
阿
里
莫
本
）

桜
の
細ほ
そ

長な
か

に
、
御
髪く
し

は
左
ひ
た
り

右み
き

よ
り
こ
ぼ
れ
か
ゝ
り
て
、
柳
の
糸い
と

の

さ
ま
し
た
り
。
御
筝
の
ふ
く
ろ
た
ゝ
み
て
ひ
き
か
へ
し
た
る
に
、

ほ
と
の
ち
い
さ
く
お
は
し
ま
せ
は
、
中
々
さ
し
や
り
給
程
も
な
く

て
、
い
と
う
つ
く
し
う
み
え
給
。
こ
れ
こ
そ
は
、
限か
き

り
な
き
人
の

御
有
様さ
ま

な
め
れ
と
見み

え
給
〔
ふ
〕
に
、�

（
伏
見
天
皇
本
）

桜さ
く
らの
細ほ
そ

長な
か

に
、
御
髪く
し

は
左
ひ
た
り

右み
き

よ
り
こ
ぼ
れ
か
ゝ
り
て
、
柳や
な
きの
糸い
と

の

さ
ま
し
た
り
。
御
こ
と
の
ふ
く
ろ
た
ゝ
み
て
ひ
き
か
へ
し
た
る
に
、

ほ
と
の
ち
ゐ
さ
く
お
は
し
ま
せ
は
、
中
々
さ
し
や
り
給
ほ
と
も
な

く
て
、
い
と
う
つ
く
し
く
み
え
給
。
こ
れ
こ
そ
は
、
限か
き

り
な
き
人

の
御
有あ
り

様さ
ま

な
め
れ
と
見み

ゆ
る
に
、�

（
保
坂
本
）

小
異
は
存
す
る
が
、
傍
線
部
の
本
文
を
有
す
る
点
に
お
い
て
、
河
内
本
、

阿
里
莫
本
、
伏
見
天
皇
本
、
保
坂
本
と
も
紀
州
家
本
と
同
じ
傾
向
の
本
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文
と
な
っ
て
い
る
。

右
で
類
似
が
認
め
ら
れ
た
四
本
の
中
で
も
、
紀
州
家
本
は
保
坂
本
に

一
致
す
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。

例
え
ば
、
六
条
院
に
お
け
る
女
楽
か
ら
の
帰
途
、
夕
霧
が
妻
雲
居
雁

に
つ
い
て
語
る
箇
所
。

わ
が
北
の
方
は
、（
中
略
）
何
事
も
唯
お
い
ら
か
に
、
打
ち
お
ほ

ど
き
た
る
人
の
に
く
か
ら
ず
ざ
れ
た
る
樣
し
て
、
子
ど
も
あ
つ
か

ひ
を
、
暇
な
く
つ
ぎ
〳
〵
し
給
へ
ば
、
を
か
し
き
所
も
な
く
覺
ゆ
。

�

（
紀
州
家
本
）

傍
線
部
に
該
当
す
る
異
文
は
、
保
坂
本
の
み
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

我
〔
が
〕
北き
た

の
方が
た

は
、（
中
略
）
何な
に

事こ
と

も
唯た
ゝ

お
い
ら
か
に
、
打う

ち

お
ほ
ど
き
た
る
人
の
に
く
か
ら
す
さ
れ
た
る
様さ
ま

し
て
、
こ
と
も
あ

つ
か
ひ
を
、
暇い
と
まな

く
つ
ぎ
〳
〵
し
給
へ
ば
、
を
か
し
き
所と
こ
ろも

な
く

思お
ぼ

す
。�
（
保
坂
本
）

ま
た
は
、
女
三
の
宮
に
仕
え
る
按
察
の
君
に
懸
想
す
る
源
中
将
の
行

動
を
書
く
箇
所
。

主
要
伝
本
の
殆
ど
に
お
い
て
、

近
く
侍さ
ぶ
らふ

按
察
の
君
も
、
時
々
か
よ
ふ
源
中
将
、
せ
め
て
よ
ひ
い
た

さ
せ
け
れ
は
、
下お

り
た
る
ま
に
、
た
ゞ
こ
の
侍し
ゝ
う従

ば
か
り
近ち
か

く
は
侍さ
ふ
らふ

な
り
け
り
。�

（
大
島
本
）

と
あ
る
が
、
傍
線
部
に
つ
い
て
紀
州
家
本
と
保
坂
本
の
み
が
同
じ
本
文

と
な
っ
て
い
る
（
（
（

。

近ち
か

う
侍
ふ
按あ
ぜ
ち察

の
君
も
、
時
々
か
よ
ふ
源げ

ん

中ち
う

将じ
や
うに

も
の
い
ひ
に
、

下
り
た
る
ま
に
、
こ
の
侍じ

從じ
う

ば
か
り
、
さ
ぶ
ら
ふ
な
り
け
り
。

�

（
紀
州
家
本
）

近ち
か

く
侍さ
ふ
らふ

按あ
せ
ち察

の
君き
み

も
、
時と
き

々〳
〵

か
よ
ふ
源
中
将
に
も
の
い
ひ
に
、

下お

り
た
る
ま
に
、
た
ゞ
こ
の
こ
侍し
ゝ
う従

ば
か
り
、
近ち
か

く
は
さ
ぶ
ら
ふ

な
り
け
り
。�

（
保
坂
本
）

そ
し
て
次
に
掲
げ
る
、
六
条
御
息
所
の
死
霊
に
憑
り
つ
か
れ
、
死
に

瀕
し
て
い
た
紫
の
上
が
小
康
を
得
て
、
今
ま
で
は
気
に
も
留
め
な
か
っ

た
景
物
に
快
さ
を
感
じ
る
箇
所
も
、
紀
州
家
本
と
保
坂
本
と
は
同
じ
本

文
と
な
っ
て
い
る
。

年
頃
住
み
給
は
で
、
少
し
荒
れ
た
り
つ
る
院
の
う
ち
、
①
廣
々
と

し
て
狭せ
ば

げ
に
さ
へ
見
ゆ
。
昨き
の
ふ日

今け

日ふ

か
く
も
の
覺
え
給
ふ
ひ
ま
に

て
、
心
こ
と
に
つ
く
ろ
は
れ
た
る
遣や
り

水み
づ

前せ
ん

栽ざ
い

の
、
②
心
地
よ
げ
な

る
を
見み

出い
だ

し
給
ひ
て
も
、
あ
は
れ
に
今
ま
で
經
に
け
る
を
思
ほ
す
。

�

（
紀
州
家
本
）

年と
し

頃こ
ろ

住す

み
給
は
で
、
少す
こ

し
荒あ

れ
た
り
つ
る
院
の
う
ち
、
①
ひ
ろ

〳
〵
と
し
て
狹せ
ば

げ
に
さ
へ
見み

ゆ
。
昨き
の
ふ日

今け

日ふ

か
く
も
の
覺お
ほ

え
給

〔
ふ
〕
ひ
ま
に
て
、
心
こ
と
に
つ
く
ろ
は
れ
た
る
遣や
り

水
前せ
ん

栽さ
い

の
、
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②
心
地
よ
け
な
る
を
見み
い
た出
し
給
〔
ひ
〕
て
も
、
あ
は
れ
に
今い
ま

まゝ
で

経へ

に
け
る
を
思お
ほ

す
。�

（
保
坂
本
）

①
は
青
表
紙
本
、
河
内
本
と
も
「
た
と
し
へ
な
く
」。
他
に
は
、
阿

里
莫
本
「
た
と
し
へ
な
く
き
ら
〳
〵
と
し
て
」、
伏
見
天
皇
本
「
た
と

し
へ
な
く
と
し
て
」
と
い
う
異
文
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
い
ず
れ

も
青
表
紙
本
や
河
内
本
と
同
類
の
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
②
に
つ
い
て
は
、
管
見
に
入
る
諸
本
が
揃
っ
て
「
う
ち
つ
け

に
心
地
よ
げ
な
る
」
と
い
う
本
文
と
な
っ
て
い
る
が
、
紀
州
家
本
と
保

坂
本
は
「
う
ち
つ
け
に
」
を
欠
く
。

上
巻
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
下
巻
に
お
い
て
も
保
坂
本
と
共
通

す
る
本
文
を
多
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
保
坂
本
若
菜
上
下
巻
が

「
別
本
」
と
認
め
ら
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
共
通
す
る
異
文
を
多

く
有
す
る
紀
州
家
本
若
菜
上
下
巻
も
「
別
本
」
と
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
保
坂
本
と
共
通
す
る
本
文
が
多
く
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

保
坂
本
と
の
関
係
性
の
深
さ
も
示
唆
し
て
い
る
。

三
　
柏
木
巻

柏
木
巻
の
本
文
系
統
は
一
般
に
そ
の
巻
末
で
判
断
さ
れ
る
。

青
表
紙
本
は
、
小
異
は
あ
る
も
の
の
、

秋
つ
か
た
に
な
れ
ば
、
こ
の
き
み
、
は
ひ
ゐ
ざ
り
な
ど
。

�

（
大
島
本
）

の
よ
う
に
、「
こ
の
き
み
」
す
な
わ
ち
薫
が
這
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

が
余
韻
を
残
す
感
じ
で
記
さ
れ
て
終
わ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
河
内
本
は
、

こ
の
君
、
は
ひ
ゐ
ざ
り
な
ど
し
給
ふ
さ
ま
の
い
ふ
よ
し
も
な
う
、

お
か
し
け
な
れ
は
、
人
め
の
み
に
も
あ
ら
す
、
ま
事こ

と

に
い
と
か
な

し
と
お
も
ひ
き
こ
え
給
て
、
つ
ね
に
い
た
き
も
て
あ
そ
ひ
き
こ
え

給
。�

（
尾
州
家
本
）

の
よ
う
に
、
薫
の
描
写
に
加
え
て
、
薫
を
可
愛
が
る
光
源
氏
の
様
子
が

描
か
れ
る
。

こ
の
異
同
を
以
て
青
表
紙
本
か
河
内
本
か
判
断
が
下
さ
れ
る
が
、

「
別
本
」
と
さ
れ
る
諸
本
も
二
つ
の
系
統
に
大
別
さ
れ
る
。

青
表
紙
本
系
、

は
ひ
い
さ
り
な
ど
し
給
。�

（
国
冬
本
）

こ
の
君
は
ひ
ゐ
さ
り
な
ど
し
給
。�

（
阿
里
莫
本
・
麦
生
本
）

こ
の
君
は
ゐ
さ
り
な
ど
。�

（
伏
見
天
皇
本
）

河
内
本
系
、

こ
の
君
は
ゐ
い
ざ
り
な
ど
し
た
ま
ふ
さ
ま
の
い
ふ
よ
し
も
な
しう

、

を
か
し
げ
な
れ
ば
、
人
め
の
み
に
も
あ
ら
す
、
ま
こ
と
に
い
と
か
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な
し
と
お
も
ひ
き
こ
え
給
ひ
て
、
つ
ね
に
い
た
き
も
て
あ
そ
ひ
き

こ
え
給
ふ
。�

（
御
物
本
）

　

こ
の
君
は
は
ひ
い
ざ
り
な
ど
し
給
さ
ま
の
い
ふ
よ
し
な
く
、
を

か
し
け
な
れ
ば
、
人
め
の
み
に
も
あ
ら
す
、
ま
こ
と
に
か
な
し
と

お
も
ひ
き
こ
え
給
。
つ
ね
に
い
た
き
も
て
あ
そ
ひ
き
こ
え
給
。

�

（
穂
久
邇
文
庫
本
）

こ
の
君
は
は
ひ
ゐ
ざ
り
な
ど
し
給
さ
ま
の
い
ふ
よ
し
な
く
、
を
か

し
け
な
れ
は
、
人
め
の
み
に
も
あ
ら
す
、
ま
こ
と
に
か
な
し
と
お

も
ひ
き
こ
え
給
ふ
。
つ
ね
に
い
た
き
も
て
あ
そ
ひ
き
こ
え
給
ふ
。

�

（
保
坂
本
）

こ
の
き
み
は
は
ひ
ゐ
ざ
り
な
ど
し
た
ま
ふ
さ
ま
の
い
ふ
よ
し
な
く
、

お
か
し
け
な
れ
は
、
ひ
と
め
の
み
に
も
あ
ら
す
、
ま
こ
と
か
な
し

と
お
も
ひ
き
こ
え
た
ま
ひ
て
、
つ
ね
に
い
た
き
も
て
あ
そ
ひ
き
こ

え
た
ま
ふ
。�

（
天
理
図
書
館
蔵
伝
源
頼
政
筆
本
）

紀
州
家
本
は
こ
の
箇
所
、
青
表
紙
本
に
近
い
本
文
と
な
っ
て
い
る
。

秋
つ
か
た
に
な
れ
ば
、
こ
の
君
這
ひ
ゐ
ざ
り
な
ど
。�（
紀
州
家
本
）

こ
の
部
分
だ
け
を
見
れ
ば
、
紀
州
家
本
は
青
表
紙
本
と
同
系
統
と
言
う

こ
と
が
で
き
よ
う
が
、
次
に
示
す
箇
所
な
ど
は
、
青
表
紙
本
と
袂
を
分

か
つ
本
文
と
な
っ
て
い
る
。

今
は
の
際
に
あ
る
柏
木
が
、
自
身
の
北
の
方
で
あ
る
女
二
の
宮
（
落

葉
の
宮
）
の
こ
と
を
心
配
す
る
箇
所
。

青
表
紙
本
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
な
中

々

か
な
か
こ
の
宮
は
、
行ゆ

く
先さ
き

後う
し

ろ
安や
す

く
、
ま
め
や
か
な
る

後う
し
ろ
み見
ま
う
け
給
へ
り
」
と
宣
は
す
と
聞き

きゝ
給
〔
ひ
〕
し
を
、
か
た

じ
け
な
う
思
い
つ
。「
か
く
て
み
す
て
た
て
ま
つ
り
ぬ
る
な
め
り
、

と
思
に
つ
け
て
は
、
さ
ま
〴
〵
に
い
と
ほお

し
け
れ
ど
、
心
よ
り
ほ

か
な
る
命い
の
ちな

れ
ば
、
耐た

へ
ぬ
契ち
き

り
う
ら
め
し
う
て
、
思お
ほ

し
嘆な
け

か
れ

ん
が
心
苦く
る

し
き
こ
と
。
御
心
ざ
し
あ
り
て
と
ぶ
ら
ひ
物
せ
さ
せ
給た
ま

へ
」
と
母は
ゝ

上う
へ

に
も
聞き

こ
え
給
〔
ふ
〕。�

（
大
島
本
）

こ
こ
で
柏
木
は
、
自
身
と
の
結
婚
に
難
色
を
示
し
て
い
た
宮
の
母
（
一

条
御
息
所
）
と
は
対
照
的
に
、
宮
の
父
朱
雀
院
は
好
意
的
で
あ
っ
た
こ

と
が
畏
れ
多
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
述
懐
す
る
。
そ
し
て
実
の
母
に
、
先

立
つ
自
分
に
成
り
代
わ
っ
て
宮
の
こ
と
を
頼
む
、
と
語
り
掛
け
る
。

青
表
紙
本
は
じ
め
と
し
て
、
殆
ど
の
伝
本
が
右
の
よ
う
な
本
文
で
あ

る
が
、
紀
州
家
本
は
傍
線
部
の
辺
り
が
や
や
異
な
る
本
文
と
な
っ
て
い

る
。「

な
か
〳
〵
こ
の
宮
は
、
行
く
先
後う
し
ろ

安や
す

く
、
ま
め
や
か
な
る
後
見

ま
う
け
た
ま
へ
り
。」
と
、
宣
は
す
と
聞
き
給
ひ
し
を
、
か
た
じ

け
な
う
思
ひ
出
づ
べ
き
な
め
り
と
思
ふ
に
つ
け
て
は
、
樣
々
に
い

と
ほ
し
け
れ
ど
、
心
よ
り
外
な
る
命
な
れ
ば
、
堪
へ
ぬ
契ち
ぎ

り
の
怨う
ら
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め
し
く
て
、
く
ち
を
し
う
思
し
歎
か
む
が
心
こ
ゝ
ろ

苦ぐ
る

し
き
。「
御
志
あ

り
て
、
と
ぶ
ら
ひ
物
せ
さ
せ
給
へ
。」
母
上
に
も
聞
え
給
ひ
て
、

�

（
紀
州
家
本
）

青
表
紙
本
が
朱
雀
院
へ
の
謝
辞
と
、
女
二
の
宮
へ
の
口
惜
し
さ
の
言
葉

と
を
分
け
て
書
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
紀
州
家
本
で
は
、
そ
の
二
つ

の
要
素
が
結
合
し
た
よ
う
な
本
文
と
な
っ
て
い
る
。

保
坂
本
も
、
紀
州
家
本
に
似
た
本
文
と
な
っ
て
い
る
。

（
中
略
）
か
た
じ
け
な
く
た
て
ま
つ
り
つ
へ
き
な
め
り
と
思
に
つ

け
て
は
、「
さ
ま
〴
〵
に
い
と
ほを

し
く
、
心
よ
り
ほ
か
な
る
命い
の
ちな

れ
ば
、
た
え
ぬ
る
契ち
き

り
を
う
ら
め
し
と
思お
ほ

し
嘆な
け

か
む
が
心
苦く
る

し
き
。

御
心
寄よ

せ
あ
り
て
、
と
ぶ
ら
ひ
も
の
せ
さ
せ
給
」
と
母は
ゝ

上う
へ

に
も
聞き

こ
え
給
ひい

て
、�
（
保
坂
本
）

殆
ど
の
伝
本
が
青
表
紙
本
の
よ
う
な
本
文
で
あ
る
中
で
、
こ
の
紀
州
家

本
と
保
坂
本
の
文
章
構
造
の
類
似
は
、
二
本
の
関
係
性
を
考
察
す
る
上

で
一
つ
の
材
料
と
な
ろ
う
。

な
お
初
め
に
掲
げ
た
巻
末
箇
所
に
つ
い
て
は
、
紀
州
家
本
は
青
表
紙

本
系
の
本
文
、
保
坂
本
は
河
内
本
系
の
本
文
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

系
統
が
異
な
る
と
思
わ
れ
る
二
本
が
か
く
類
似
す
る
本
文
を
有
し
て
い

る
と
す
れ
ば
、
柏
木
巻
の
本
文
系
統
を
め
ぐ
る
判
断
基
準
に
つ
い
て
は
、

そ
の
巻
末
の
異
同
に
重
き
を
置
く
こ
と
は
差
し
控
え
た
方
が
よ
い
か
も

し
れ
な
い
。

な
お
柏
木
巻
に
は
、
現
在
確
認
で
き
る
諸
本
に
は
見
え
な
い
異
文
も

存
す
る
。

光
源
氏
が
女
三
の
宮
を
冷
遇
し
て
い
る
と
仄
聞
し
た
朱
雀
院
は
、
山

を
下
り
て
六
条
院
を
訪
う
。
そ
こ
で
朱
雀
院
が
源
氏
に
か
け
た
言
葉
。

「
世
の
中
を
顧か
へ
りみ
す
ま
じ
く
思
ひ
侍
り
し
か
ど
、
猶な
お

惑ま
ど

ひ
醒さ

め
が

た
き
も
の
は
、
こ
の
道
の
闇や
み

に
な
む
侍
り
け
れ
ば
、
行お
こ
なひ

も
懈け

怠だ
い

し
て
、
若
し
後お
く

れ
先
だ
つ
道
の
闇
に
な
む
道だ
う

理り

の
ま
ゝ
な
ら
で
別

れ
な
ば
、
や
が
て
こ
の
恨う
ら

み
も
や
形
見
に
残
ら
む
と
、
あ
ぢ
き
な

さ
に
、
こ
の
世
の
譏そ
し

り
を
ば
知
ら
で
、
か
く
も
の
し
侍
る
。」
と

聞
え
給
ふ
。�

（
紀
州
家
本
）

産
後
、
心
身
と
も
に
衰
弱
す
る
女
三
の
宮
に
つ
い
て
、
朱
雀
院
は
、
逆

縁
に
も
父
で
あ
る
自
分
に
先
立
つ
こ
と
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
と
憂
慮
す

る
。
そ
の
言
葉
の
中
に
見
え
る
傍
線
部
の
「
闇
に
な
む
」
は
、
他
本
に

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
恐
ら
く
こ
れ
は
、「
道
の
」
と
写
す
写
し
手

の
脳
裏
に
、
す
ぐ
前
に
写
し
た
破
線
部
の
文
言
が
思
い
起
こ
さ
れ
、
勢

い
「
闇
に
な
む
」
と
書
き
付
け
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

柏
木
巻
は
「
別
本
」
と
さ
れ
る
伝
本
が
比
較
的
多
く
、
そ
れ
ら
の
本

文
は
概
ね
河
内
本
に
一
致
す
る
。
書
写
年
代
の
古
い
「
別
本
」
が
河
内

本
に
近
い
本
文
で
あ
る
な
ら
ば
、
す
な
わ
ち
柏
木
巻
に
つ
い
て
は
、
河
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内
本
は
校
訂
本
で
あ
り
な
が
ら
、
古
い
本
文
を
留
め
て
い
る
蓋
然
性
が

あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。「
別
本
」
と
さ
れ
る
諸
本
の
関
係
性
を
精
査

し
た
上
で
、
河
内
本
と
の
比
較
検
討
が
望
ま
れ
る
。

四
　
横
笛
巻

横
笛
巻
も
「
別
本
」
と
認
め
ら
れ
る
本
文
で
あ
る
。

例
え
ば
冒
頭
近
く
、
女
三
の
宮
が
反
古
に
し
た
朱
雀
院
へ
の
手
紙
を

目
に
し
た
光
源
氏
の
言
。

「
い
と
世
を
お
ひ
ら
か
に
お
ぼ
し
な
り
に
け
る
比
か
と
、
う
し
ろ

め
た
な
げ
な
る
御み
け
し
き

気
色
な
る
に
、
こ
の
あ
ら
ぬ
所
も
と
め
た
ま
へ

る
、
い
と
う
い
た
て
心
憂
し
。」
と
聞
え
給
ふ
。�

（
紀
州
家
本
）

青
表
紙
本
、
河
内
本
と
も
傍
線
部
の
言
が
無
い
本
文
と
な
っ
て
い
る
が
、

「
別
本
」
と
思
わ
れ
る
穂
久
邇
文
庫
本
と
保
坂
本
は
紀
州
家
本
に
類
似

す
る
本
文
と
な
っ
て
い
る
。

世
を

「
い
と
ゝ
・
い
か
に
お
は
し
な
り
に
け
る
に
か
と
、
後
め
た
げ
な

る
御
気
色
を
、
こ
の
あ
ら
ぬ
所と
こ
ろも
と
め
給
へ
る
、
い
と
う
た
て
心

憂う

し
」
と
聞き

こ
え
給た
ま

ふ
。�

（
穂
久
邇
文
庫
本
）

「
い
と
ゝ
世
を
い
か
に
お
ほ
す
な
り
に
け
る
に
か
と
、
う
し
ろ
め

た
げ
な
る
御
気け
し
き色

を
、
こ
の
あ
ら
ぬ
所と
こ
ろも

と
め
給た
ま

へ
る
、
い
と
う

た
て
心
こ
こ
ろ

憂う

し
」
と
聞き

こ
え
給
〔
ふ
〕。�

（
保
坂
本
）

異
同
は
あ
る
も
の
の
概
ね
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
三
本
に
関
係

性
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
紀
州
家
本
横
笛
巻
に
は
、
穂
久
邇
文
庫
本
、
保
坂
本
に
親

近
を
見
せ
る
本
文
よ
り
も
、
独
自
性
の
際
立
つ
本
文
が
散
見
さ
れ
る
。

巻
末
近
く
、
六
条
院
で
源
氏
が
薫
を
眺
め
つ
つ
述
懐
す
る
箇
所
。

三
の
宮
の
若
君
は
、
宮
た
ち
の
御お
ん

列つ
ら

に
は
あ
る
ま
じ
き
ぞ
か
し
と
、

御
心
の
中う
ち

に
思
せ
ど
、
な
か
〳
〵
そ
の
心
ば
へ
を
、
母
宮
の
、
御

心
の
鬼
に
や
思
ひ
よ
せ
た
ま
は
む
と
、
こ
れ
も
心
の
癖
に
い
と
ほ

し
う
思お
ぼ

さ
る
れ
ば
、
い
と
ら
う
た
き
も
の
に
思
ひ
傅
き
聞
え
給
ふ

を
、
人
の
思
へ
る
さ
ま
も
こ
と
わ
り
の
御
有
様
な
れ
ば
、
心
こ
と

に
思
ひ
聞
え
た
り
。�

（
紀
州
家
本
）

「
三
の
宮
の
若
君
」、
す
な
わ
ち
女
三
の
宮
と
柏
木
と
の
不
義
密
通
に
よ

っ
て
生
ま
れ
た
薫
へ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
逡
巡
す
る
源
氏
。
柏
木
の
子

で
あ
る
以
上
、
他
の
宮
た
ち
と
一
緒
に
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、

薫
と
他
の
宮
た
ち
と
を
区
別
し
た
な
ら
ば
、
女
三
の
宮
が
不
快
に
思
う

で
あ
ろ
う
か
ら
、
薫
を
他
の
宮
た
ち
同
様
、
大
切
に
育
て
る
こ
と
に
し

た
と
書
く
箇
所
。
諸
本
い
ず
れ
も
「
給
ふ
」
と
結
ぶ
が
、
紀
州
家
本
は

「
を
」
で
接
続
し
、
最
後
に
傍
線
部
の
本
文
を
付
け
加
え
る
。
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和
歌
に
も
紀
州
家
本
独
自
の
本
文
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
条
御
息
所
の
詠
。

露
し
げ
き
む
ぐ
ら
の
宿
に
い
に
し
へ
の
秋
に
か
は
ら
ぬ
蟲
ぞ
こ
ゑ

す
る�

（
紀
州
家
本
）

結
句
に
つ
い
て
、「
校註

日
本
文
学
大
系
校
本
」
は
、
底
本
本
文
の
「
蟲

の
こ
ゑ
か
な
」
の
「
の
」
と
「
か
な
」
を
消
し
、
そ
れ
ら
の
右
傍
に

「
の
」
と
「
か
な
」、
左
傍
に
「
ぞ
」
と
「
す
る
」
を
記
す
。
底
本
の
本

文
と
同
様
の
本
文
が
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
理
由
は
判
然
と
し
な
い
が
、

紀
州
家
本
原
本
に
お
い
て
は
、「
蟲
ぞ
こ
ゑ
す
る
」
と
い
う
本
文
も
併

記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
次
の
柏
木
の
詠
。

笛
竹
に
ふ
き
よ
る
風
の
こ
と
な
ら
ば
末
の
世
な
が
き
ね
に
も
つ
た

へ
よ�
（
紀
州
家
本
）

諸
本
、
結
句
を
「
ね
に
つ
た
へ
な
む
」
に
作
る
が
、
紀
州
家
本
で
は

「
ね
に
も
つ
た
へ
よ
」
に
作
る
。「
な
む
」
は
相
手
に
対
す
る
願
望
を
表

わ
す
の
で
、「
つ
た
へ
よ
」
と
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
同
じ
で
あ
る
。

横
笛
巻
は
異
文
が
少
な
く
、
判
断
材
料
に
乏
し
い
が
、
こ
の
よ
う
に

青
表
紙
本
や
河
内
本
と
は
異
な
る
本
文
が
少
な
か
ら
ず
散
見
さ
れ
る
点

に
お
い
て
、
横
笛
巻
も
「
別
本
」
と
認
め
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。

五
　
鈴
虫
巻

鈴
虫
巻
も
冒
頭
部
分
の
僅
か
な
異
文
か
ら
、「
別
本
」
と
考
え
ら
れ

る
。

紫
の
上
ぞ
、
①
い
そ
が
せ
給
ひ
け
る
。
花は
な

机づ
く
ゑの
被お
ほ
ひな
ど
、
を
な
じ

き
染そ
め

も
な
つ
か
し
う
、
清
ら
な
る
匀
ひ
、
染
め
つ
け
ら
れ
た
る
心

ば
へ
、
目
な
れ
ぬ
樣
な
り
。（
中
略
）
阿あ

彌み

陀だ

佛ぼ
と
け、
②
四
協け

ふ

の
菩ぼ

薩さ
つ

お
の
〳
〵
白び
や
く
だ
ん

檀
し
て
作
り
奉
り
た
る
、
細こ
ま

か
に
美
し
げ
な
り
。

�

（
紀
州
家
本
）

ま
ず
①
の
部
分
は
諸
本
、「
い
そ
ぎ
せ
さ
せ
」
と
あ
り
、
紀
州
家
本

と
同
文
の
本
は
他
に
見
出
せ
な
い
。

②
の
「
四
協け
ふ

の
菩ぼ

薩さ
つ

」
に
つ
い
て
は
、
青
表
紙
本
、
河
内
本
の
殆
ど

が
「
け
う
し
の
ほ
さ
ち
（
（
（

」
と
あ
る
の
に
対
し
て
、「
別
本
」
は
異
な
る

本
文
を
示
し
て
い
る
。
中
で
も
中
山
本
、
穂
久
邇
文
庫
本
、
保
坂
本
、

陽
明
文
庫
本
は
紀
州
家
本
に
同
じ
く
「
四
け
ふ
の
ほ
さ
つ
」
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
、
鈴
虫
巻
も
「
別
本
」
で
あ
る
と
考
え
る
。

し
か
し
巻
末
に
つ
い
て
は
、
紀
州
家
本
は
青
表
紙
本
と
同
文
で
あ
り
、

右
の
箇
所
で
類
似
が
認
め
ら
れ
た
中
山
本
、
穂
久
邇
文
庫
本
、
保
坂
本

の
他
、
河
内
本
、
言
経
本
と
は
異
な
っ
た
形
と
な
っ
て
い
る
。



74

い
と
ゞ
心
深ふ
か

う
、
世
〔
の
〕
中
を
思お
ほ

し
と
れ
る
さ
ま
に
な
り
ま
さ

り
給た
ま

ふ
。
六
条
の
院
も
ゝ
ろ
こ
ゝ
ろ
に
い
そ
き
た
ま
ひ
て
、
御
は

か
う
な
と
お
こ
な
は
せ
た
ま
ふ
と
そ
。�

（
尾
州
家
本
）

い
と
ゞ
心
深ふ
か

う
、
世
〔
の
〕
中
を
思お
ほ

し
と
れ
る
さ
ま
に
な
り
ま
さ

り
給た
ま

〔
ふ
〕。
六
條
院
も
も
ろ
心
に
い
そ
き
給
て
御
八
講
な
と
お

こ
な
は
せ
た
ま
ふ
。�

（
言
経
本
）

い
と
ゞ
心
深ふ
か

く
、
世よ

の
中
を
思お
ほ

し
と
れ
る
さ
ま
に
な
り
ま
さ
り
給

〔
ふ
〕。
六
条
院
も
ゝ
ろ
こ
ゝ
ろ
に
い
そ
き
給
て
、
御
は
か
う
な
と

を
こ
な
は
せ
給
と
そ
。�

（
中
山
本
）

い
と
心
深ふ
か

く
、
世
〔
の
〕
中
を
思ゝ
も

ほ
し
と
れ
る
さ
ま
に
の
み
、
な

り
ま
さ
り
給
〔
ふ
〕。
六
条
の
院
も
ゝ
ろ
心
に
い
そ
き
給
て
、
御

八
か
う
な
と
お
こ
な
は
せ
給
と
そ
。�
（
穂
久
邇
文
庫
本
）

い
と
心
こ
ゝ
ろ

深ふ
か

く
、
世よ

の
中
を
思お
も

ほ
し
と
れ
る
さ
ま
に
の
み
、
な
り
ま

さ
り
給
〔
ふ
〕。
六
条
の
院
も
ゝ
ろ
こ
ゝ
ろ
に
い
そ
き
給
て
、
御

は
か
う
な
と
を
こ
な
せ
給
と
そ
。�

（
保
坂
本
）

紀
州
家
本
を
は
じ
め
、
青
表
紙
本
と
「
別
本
」
の
阿
里
莫
本
、
麦
生
本
、

陽
明
文
庫
本
は
傍
線
部
の
本
文
を
欠
く
。「
別
本
」
と
さ
れ
る
伝
本
の

中
で
も
、
本
文
が
分
か
れ
る
箇
所
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

な
お
紀
州
家
本
鈴
虫
巻
に
は
、
往
時
の
書
写
と
い
う
行
為
の
在
り
方

を
偲
ば
せ
る
異
文
に
接
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

観
月
の
宴
に
お
け
る
冷
泉
帝
の
御
製
。

雲
の
上
も
か
け
は
な
れ
た
る
す
み
か
に
も
物
わ
す
れ
せ
ぬ
秋
の
夜

の
月�

（
紀
州
家
本
）

諸
本
、
傍
線
部
を
「
雲
の
上
を
」
に
作
り
、「
雲
の
上
も
」
に
作
る
本

は
紀
州
家
本
の
他
に
見
出
せ
な
い
。「
を
」
と
「
も
」
は
字
形
も
類
似

し
な
い
。
で
は
、
か
か
る
異
文
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
か
。

こ
の
こ
と
を
考
え
る
上
で
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
が
、
桐
壺
巻
、
野
分

の
段
に
お
け
る
桐
壺
帝
の
御
製
で
あ
る
。

雲
の
上
も
涙
に
く
る
る
秋
の
月
い
か
で
す
む
ら
む
浅
茅
生
の
宿

�

（
青
表
紙
本
）

該
歌
に
も
「
雲
の
上
も
」「
秋
の
月
」
と
い
う
語
句
が
見
え
る
。「
雲

の
上
も
」
と
い
う
紀
州
家
本
の
異
文
は
、
こ
の
類
似
し
た
語
句
か
ら
成

る
該
歌
に
誘
引
さ
れ
て
成
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
と
言

う
の
も
、
二
首
と
も
御
製
で
あ
り
、
桐
壺
巻
、
鈴
虫
巻
と
も
時
季
は
秋

で
あ
り
、
ま
た
、
右
に
掲
げ
た
冷
泉
帝
御
製
の
前
に
は
、「
花
鳥
の
色

に
も
音
に
も
思
ひ
わ
き
ま
へ
」
と
い
う
、
桐
壺
巻
の
「
花
鳥
の
色
に
も

音
に
も
よ
そ
ふ
べ
き
か
た
ぞ
な
き
」
に
似
た
記
述
が
あ
る
な
ど
、
桐
壺

巻
を
思
い
起
こ
さ
れ
る
要
素
が
揃
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
鈴
虫
巻
の

写
し
手
が
『
源
氏
物
語
』
の
愛
読
者
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、「
花
鳥
の

…
…
」
と
い
う
文
言
を
写
す
と
き
に
桐
壺
巻
と
の
類
似
を
感
じ
、
そ
の
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本
文
が
脳
裏
に
浮
か
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
桐
壺
巻
の
記
憶
が
揺

曳
し
た
ま
ま
冷
泉
帝
の
御
製
に
筆
が
及
べ
ば
、「
雲
の
上
を
」
と
写
す

の
に
勢
い
桐
壺
帝
の
御
製
の
よ
う
に
、「
雲
の
上
も
」
と
書
き
付
け
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
写
し
手
の
機
制
に
つ
い
て

は
、
紀
州
家
本
宿
木
巻
の
異
文
を
例
に
、
拙
稿
「
読
書
の
行
為
と
し
て

の
書
写
―
紀
州
家
旧
蔵
伝
阿
仏
尼
等
筆
源
氏
物
語
か
ら
の
考
察
―
」

（『
成
城
国
文
学
』
四
一
〔
二
〇
二
五
・
三
〕）
に
お
い
て
考
察
し
た
こ

と
が
あ
る
。
同
稿
で
「
書
写
に
お
い
て
、
筆
が
差
し
掛
か
っ
た
箇
所
に

状
況
が
類
似
す
る
物
語
の
文
言
が
、
次
々
と
写
し
手
の
脳
中
に
甦
る
と

す
れ
ば
、
書
写
は
読
書
に
も
等
し
い
様
相
を
呈
す
る
行
為
で
あ
っ
た
、

と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
」
と
述
べ
た
が
、
鈴
虫
巻
の
こ
の
異
文
に
つ

い
て
も
、
か
か
る
書
写
の
様
相
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

鈴
虫
巻
は
、
こ
れ
ま
で
の
巻
と
は
異
な
り
、
特
定
の
あ
る
伝
本
に
親

近
を
見
せ
る
と
い
う
傾
向
に
は
な
い
。
し
か
し
、
青
表
紙
本
よ
り
も

「
別
本
」
と
さ
れ
る
本
と
共
通
す
る
点
が
多
い
こ
と
か
ら
、「
別
本
」
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

六
　
夕
霧
巻

夕
霧
巻
は
、
河
内
本
あ
る
い
は
「
別
本
」
と
す
べ
き
様
相
を
示
し
て

い
る
。

例
え
ば
、
病
に
伏
す
一
条
御
息
所
の
も
と
を
訪
う
た
際
の
夕
霧
の
言
。

渡
ら
せ
給
ひ
し
御
送
り
に
も
と
思
ひ
給
へ
し
を
、
六
條
の
院
に
承

り
さ
し
た
る
事
侍
り
し
程
に
て
な
む
。
日
頃
も
そ
こ
は
か
と
な
く

紛ま
ぎ

る
ゝ
こ
と
ど
も
侍
り
と
、
思
ひ
給
ふ
る
程
よ
り
は
、
こ
よ
な
う

お
ろ
か
に
御ご

覧ら
ん

ぜ
ら
る
ゝ
こ
そ
い
と
口
惜
侍
れ
。」
な
ど
聞
え
給

ふ
。�

（
紀
州
家
本
）

青
表
紙
本
は
傍
線
部
、「
事
の
く
る
し
う
侍
る
」。
紀
州
家
本
に
概
ね
一

致
す
る
の
は
、
河
内
本
と
「
別
本
」
諸
本
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
こ

そ
」
を
「
事
」
と
す
る
（
平
瀬
本
）、「
い
と
」
を
欠
く
（
阿
里
莫
本
・

御
物
本
・
保
坂
本
・
麦
生
本
・
陽
明
文
庫
本
）
な
ど
の
小
異
は
あ
る
。

完
全
に
紀
州
家
本
に
合
致
す
る
の
は
、「
別
本
」
の
国
冬
本
の
み
で
あ

る
。国

冬
本
の
み
が
紀
州
家
本
に
類
似
す
る
箇
所
は
他
に
も
あ
る
。

右
の
直
後
に
見
え
る
、
落
葉
宮
の
衣
擦
れ
の
音
の
描
写
。

い
と
柔や
は
らか
に
打
ち
み
じ
ろ
き
た
ま
ふ
御お

ん

衣ぞ

の
ほ
と
な
ど
、
さ
ば
か

り
な
な
り
と
聞
き
居
給
へ
り
。�

（
紀
州
家
本
）

傍
線
部
に
つ
い
て
、
殆
ど
の
伝
本
が
「
な
と
し
給
御
そ
の
を
と
な
ひ
」

（
青
表
紙
本
）
に
大
同
小
異
の
類
似
し
た
本
文
と
な
っ
て
お
り
（
（
（

、
管
見

の
限
り
、
紀
州
家
本
に
類
似
し
た
本
文
と
な
っ
て
い
る
の
は
国
冬
本
の
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み
で
あ
る
。

い
と
柔や
は

ら
か
に
打う

ち
み
じ
ろ
き
給
御
そ
の
ほ
と
な
ん
と
、
さ
ば
か

り
な
ゝ
り
と
聞き

きゝ
ゐ
給た
ま

へ
り
。�

（
国
冬
本
）

ま
た
、
こ
の
後
の
夕
霧
の
言
。

「
こ
の
律り

し師
に
必か
な
らず
言い

ふ
べ
き
事
の
あ
る
を
、
護こ

身し
ん

な
ど
に
暇い
と
まな

げ
な
め
る
、
た
ゞ
今い
ま

は
う
ち
休や
す

む
ら
む
。
こ
よ
ひ
こ
の
わ
た
り
に

と
ま
り
て
、
そ
や
の
し
は
て
ん
程
に
、
か
の
ゐ
た
る
か
た
に
も
の

せ
む
。�

（
大
島
本
）

傍
線
部
に
つ
い
て
、
青
表
紙
本
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
伝
本
が
、

こ
よ
ひ
こ
の
わ
た
り
に
と
ま
り
て
、
そ
や
の
し時

は
て
ん
ほ
と
に
、

か
の
ゐ
た
る
か
た
に
も
の
せ
ん
。�

（
尾
州
家
本
）

こ
よ
ひ
こ
の
わ
た
り
に
と
ま
り
て
、
初
夜
の
時
は
て
む
ほ
と
に
、

か
の
ゐ
た
る
か
た
に
も
の
せ
む
。�
（
伏
見
天
皇
本
）

こ
よ
ひ
こ
の
わ
た
り
に
と
ま
り
て
、
し
よ
や
の
時
は
て
む
ほ
と
に
、

か
の
居
し
た
る
方
に
も
の
せ
ん
。�

（
穂
久
邇
文
庫
本
）

こ
よ
ひ
こ
の
わ
た
り
に
と
ま
り
て
、
し
よ
や
の
時
は
て
む
ほ
と
に
、

か
の
居
し
た
る
方
に
も
の
せ
ん
。�

（
保
坂
本
）

こ
よ
ひ
こ
の
わ
た
り
に
と
ま
り
て
そ
、
後
夜
の
時
は
て
ん
程
に
、

か
の
り
や
う
し
た
る
か
た
に
も
の
せ
む
。�

（
陽
明
文
庫
本
）

と
い
う
よ
う
に
、「
初
夜
（
し
よ
や
、
そ
や
）」
あ
る
い
は
「
後
夜
」
と

い
う
語
を
含
ん
だ
一
文
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
紀
州
家
本
と
国

冬
本
は
、
こ
れ
ら
と
は
異
な
っ
た
本
文
と
な
っ
て
い
る
。

今こ

宵よ
ひ

こ
の
わ
た
り
に
し
の
び
や
か
に
、
こ
れ
か
ら
侍
は
せ
よ
。

�

（
紀
州
家
本
）

こ
よ
ひ
こ
の
わ
た
り
に
し
の
び
や
か
に
、
こ
れ
か
れ
さ
ぶ
ら
は
せ

よ
。�

（
国
冬
本
）

「
初
夜
（
し
よ
や
、
そ
や
）」
ま
た
は
「
後
夜
」
の
語
が
見
え
な
い
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、「
こ
よ
ひ
こ
の
わ
た
り
」
以
下
、
大
き
く
本
文
が
異

な
る
。
こ
の
よ
う
に
国
冬
本
と
の
類
似
が
指
摘
で
き
る
こ
と
か
ら
、
夕

霧
巻
に
つ
い
て
は
、
国
冬
本
と
の
関
係
性
を
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
あ

ろ
う
。

諸
本
間
で
異
同
の
多
い
巻
末
部
分
に
つ
い
て
も
記
し
て
お
く
。

夕
霧
巻
の
末
尾
に
は
、
夕
霧
の
子
女
に
つ
い
て
、
雲
居
雁
と
藤
典
侍
、

二
人
の
間
に
何
人
の
子
供
を
儲
け
た
か
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
、

一
般
に
は
次
の
よ
う
な
本
文
で
知
ら
れ
て
い
る
。

さ
す
が
に
公き
ん

達た
ち

は
、
数あ
ま
た多
に
な
り
に
け
り
。
こ
の
御
は
ら
に
は
、

太
郎
君
、
三
郎
君
、
五
郎
君
、
六
郎
君
、
な
か
の
君
、
四
の
君
、

五
の
君
と
お
は
す
。
内
し
は
、
大
き
み
、
三
の
君
、
六
の
君
、
二

郎
君
、
四
郎
君
と
そ
お
は
し
け
る
。�

（
大
島
本
）

し
か
し
、
傍
線
部
に
記
さ
れ
る
「
こ
の
御
は
ら
」（
雲
居
雁
）
と
「
内
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し
」（
藤
典
侍
）
の
子
供
の
内
訳
を
め
ぐ
っ
て
は
、
諸
本
間
で
異
同
が

あ
る
。

今
こ
こ
に
主
要
伝
本
間
の
異
同
を
ま
と
め
る
と
次
の
表
の
よ
う
に
な

る
。
雲
居
雁
の
子
と
さ
れ
る
場
合
は
「
雲
」、
藤
典
侍
の
子
と
さ
れ
る

場
合
は
「
藤
」
と
記
す
。
ま
た
、
男
君
に
つ
い
て
は
、
尊
称
の
「
君
」

の
有
無
の
異
同
も
存
す
る
の
で
、「
君
」
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
は
ゴ

チ
ッ
ク
と
す
る
。
斜
線
は
そ
の
名
が
本
文
に
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

意
味
す
る
。

表
に
用
い
る
伝
本
の
略
称
は
次
の
通
り
。

大
島
本
…
大　

池
田
本
…
池　

横
山
本
…
横　

三
条
西
家
本
…
三　

肖
柏
本
…
肖　

河
内
本
…
河　

飯
島
本
…
飯
御
物
本
…
御　

伏
見
天

皇
本
…
伏　

保
坂
本
…
保　

陽
明
文
庫
本
…
陽　

伝
源
頼
政
筆
本
…

頼　

国
冬
本
…
国
穂
久
邇
文
庫
本
…
穂　

阿
里
莫
本
…
阿　

麦
生
本

…
麦　

紀
州
家
本
…
紀

大
池
横
三
肖
河
飯
御
伏
保
陽
頼
国
邇
阿
麦
紀

太
郎

雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲

二
郎

藤
藤
藤
藤
藤
藤
藤
藤
藤
藤
藤
藤

藤

藤

三
郎

雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲

四
郎

藤
藤
藤
雲
雲
雲
藤
雲
藤
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲

五
郎

雲
雲
雲
藤
藤
藤
雲
藤
雲
藤
藤
藤
藤
藤
藤
藤
藤

六
郎

雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲

大
君

藤
藤
藤
雲
雲
雲
藤
雲
藤
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲

中
の
君
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲

三
の
君
藤
藤
藤
藤
藤
藤
藤
藤
藤
藤
藤
藤
藤
藤
藤
藤
藤

四
の
君
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲

五
の
君
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲
雲

六
の
君
藤
藤
藤
藤
藤
藤
藤
藤
藤

藤
藤
藤

藤
藤
藤

こ
れ
ら
を
整
理
す
る
と
、
概
ね
次
の
四
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
大
別
さ
れ

る
。１�　

青
表
紙
本
Ａ
（
大
島
本
・
池
田
本
・
横
山
本
）・
伏
見
天
皇

本
・
飯
島
本

＊
但
し
池
田
本
は
「
六
郎
君
」
で
は
な
く
、「
六
郎
」
と
す
る
。

・�

雲
居
雁
の
子
…
太
郎
君
、
三
郎
君
、
五
郎
君
、
六
郎
君
、
中
の

君
、
四
の
君
、
五
の
君
（
計
七
人
）

・�

藤
典
侍
の
子
…
大
君
、
三
の
君
、
六
の
君
、
二
郎
君
、
四
郎
君

（
計
五
人
）

２�　

青
表
紙
本
Ｂ
（
三
条
西
家
本
・
肖
柏
本
）・
河
内
本
・
紀
州
家

本
・
御
物
本
・
保
坂
本
・
陽
明
文
庫
本
・
伝
源
頼
政
筆
本

＊�
青
表
紙
本
で
は
、
す
べ
て
の
男
君
に
対
し
て
「
君
」
を
付
す
傾

向
に
あ
る
が
、
保
坂
本
、
陽
明
文
庫
本
、
伝
頼
政
筆
本
に
お
い

て
は
、
藤
典
侍
の
子
の
み
に
「
君
」
を
付
す
。
こ
れ
は
「
三
の
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君
」「
六
の
君
」
に
誘
引
さ
れ
た
も
の
か
。

・�

雲
居
雁
の
子
…
太
郎
君
、
三
郎
君
、
四
郎
君
、
六
郎
君
、
大
君
、

中
の
君
、
四
の
君
、
五
の
君
（
計
八
人
）

・�
藤
典
侍
の
子
…
三
の
君
、
六
の
君
、
二
郎
君
、
五
郎
君
（
計
四

人
）

３　

阿
里
莫
本
・
麦
生
本

＊�

合
計
人
数
が
十
一
人
と
、
他
本
と
は
異
な
る
設
定
と
な
っ
て
い

る
。

・�

雲
居
雁
の
子
…
太
郎
、
三
郎
、
四
郎
、
六
郎
、
大
君
、
中
の
君
、

四
君
、
五
君
（
計
八
人
）

・�

藤
典
侍
の
子
…
五
郎
、
三
君
、
六
君
（
計
三
人
）

４　

そ
の
他

・�

国
冬
本
に
お
い
て
は
「
二
郎
」
が
見
え
ず
、「
四
郎
」
が
雲
居

雁
の
子
と
藤
典
侍
の
子
と
に
重
出
す
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
、

藤
典
侍
の
子
の
「
二
郎
」
を
「
四
郎
」
と
書
き
誤
っ
た
た
め
で

あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

・�

穂
久
邇
文
庫
本
は
概
ね
２
に
該
当
す
る
が
、「
六
の
君
」
が
記

さ
れ
て
い
な
い
。
子
供
の
合
計
人
数
を
十
二
人
と
記
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
３
の
よ
う
に
設
定
が
異
な
る
と
い
う
訳
で
は
な
く
、

単
な
る
写
し
落
と
し
と
思
わ
れ
る
。

紀
州
家
本
は
こ
れ
ら
の
う
ち
２
に
該
当
す
る
。
特
段
珍
し
い
本
文
で
は

な
い
が
、
紀
州
家
本
が
、
河
内
本
や
国
冬
本
以
外
の
「
別
本
」
と
も
繋

が
り
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
（
（

。

夕
霧
巻
は
比
較
的
大
部
の
巻
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
僅
か
な
例
を
以

て
そ
の
本
文
系
統
を
断
定
す
る
の
は
軽
々
で
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
青

表
紙
本
と
は
異
な
る
本
文
で
あ
る
こ
と
を
お
さ
え
て
お
き
た
い
。

七
　
御
法
巻

紀
州
家
本
御
法
巻
は
次
に
掲
げ
る
箇
所
な
ど
に
よ
っ
て
、「
別
本
」

と
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

死
に
瀕
す
る
紫
の
上
の
落
飾
を
叶
え
さ
せ
て
あ
げ
よ
う
と
す
る
光
源

氏
の
描
写
。

「（
中
略
）
僧
誰
か
留と
ま

り
た
る
。」
な
ど
①
申
し
給
ふ
御み

氣け

色し
き

、
②
せ

め
て
心
強
く
と
思お
ぼ

し
な
ほ
す
べ
か
め
れ
ど
、
御お
ん
か
ほ顔

の
色
も
あ
ら
ぬ

樣
に
い
み
じ
う
、
堪
へ
ぬ
、
御
涙
の
と
ま
ら
ぬ
を
、
理
こ
と
わ
りに
悲
し
う

見
奉
り
給
ふ
。「
御お
ん

物も
の

怪の
け

な
ど
の
、
③
例
も
人
の
御み

心こ
ゝ
ろ

亂み
だ

ら
む
と

て
か
う
の
み
し
侍は
べ

る
め
る
を
、
然さ

も
や
お
は
し
ま
す
ら
む
。

�

（
紀
州
家
本
）

青
表
紙
本
や
河
内
本
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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「（
中
略
）
僧そ
う

誰た
れ

か
留と

ま
り
た
る
」
な
ど
①
の
給
御
気け

色し
き

、
②
心
つ

よ
く
思お
ほ

し
な
す
べ
か
め
れ
ど
、
御
顔か
ほ

の
色
も
あ
ら
ぬ
さ
ま
に
い
み

じ
く
、
堪た

へ
か
ね
、
御
涙
の
と
ま
ら
ぬ
を
、
理
こ
と
は
りに
悲か
な

し
く
見み

奉
た
て
ま
つ

り
給
〔
ふ
〕。「
御
物も
の

怪ゝ
け

な
ど
の
、
③
こ
れ
も
人
の
御
心
乱み
た

ら
ん
と

て
、
か
く
の
み
物
は
侍ゝ
へ

め
る
を
、
然さ

も
や
お
は
し
ま
す
ら
ん
。

�

（
大
島
本
）

「（
中
略
）
僧そ
う

誰た
れ

か
留と

ま
り
た
る
」
な
ど
①
の
た
ま
ふ
御
気け

色し
き

、

②
心
つ
よ
く
思お
ほ

し
な
す
べ
か
め
れ
ど
、
御
顔か
ほ

の
色
も
あ
ら
ぬ
さ
ま

に
い
み
じ
く
、
堪た

へ
か
ね
、
御
涙
の
と
ま
ら
ぬ
を
、
理
こ
と
は
りに

悲か
な

し
く

見み

奉た
て
ま
つり
給
〔
ふ
〕。「
御
物も
の

怪ゝ
け

な
ど
の
、
③
こ
れ
も
人
の
御
心
乱み
た

ら
ん
と
て
、
か
ゝ
る
事
も
侍は
へ

る
を
、
然さ

も
や
お
は
し
ま
す
ら
ん
。

�
（
尾
州
家
本
）

他
本
を
見
る
に
、
伏
見
天
皇
本
と
穂
久
邇
文
庫
本
は
青
表
紙
本
に
、

飯
島
本
は
河
内
本
と
同
様
の
本
文
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、「
別
本
」
に
お
い
て
は
傍
線
部
に
異
同
が
見
ら
れ
る
。

「（
中
略
）
僧そ
う

誰た
れ

か
留と

ま
り
た
る
」
な
ど
①
申
給
御
気け

色し
き

、
②
せ
め

て
心
つ
よ
く
と
思お
ほ

し
な
す
べ
か
め
れ
ど
、
御
顔か
ほ

の
色
も
あ
ら
ぬ
さ

ま
に
い
み
じ
く
、
堪た

へ
か
ね
、
御
涙
の
と
ま
ら
ぬ
を
、
理
こ
と
は
りに
悲か
な

し

く
見み

奉た
て
ま
つり

給
〔
ふ
〕。「
御
物も
の

怪ゝ
け

な
ど
の
、
③
れ
い
も
人
の
御
心

乱み
た

ら
ん
と
て
、
か
く
の
み
物
し
侍
め
る
を
、
然さ

も
や
お
は
し
ま
す

ら
ん
と
て
、�

（
阿
里
莫
本
・
麦
生
本
）

「（
中
略
）
僧
誰た
れ

か
留と

ま
り
た
る
」
な
ど
①
申
給
。
②
せ
め
て
心
つ

よ
く
と
思お
ほ

し
な
す
べ
か
め
れ
ど
、
た
え
ぬ
御
涙な
み
たと
ゞ
め
が
た
き
を
、

理こ
と
は
りに
い
み
じ
う
見
奉た
て
ま
つり
給
〔
ふ
〕。「
御
物
の
怪け

な
ど
の
、
人
の

心
を
乱み
た

る
と
て
、
か
く
申
〔
す
〕
も
侍
〔
る
〕
な
る
を
、
③
然さ

も

や
おを

は
し
ま
す
ら覧ん
。�

（
保
坂
本
）

「（
中
略
）
僧そ
う

誰た
れ

か
留と

ま
り
た
る
」
な
ど
①
申
給
御
気け

色し
き

、
②
せ
め

て
心
つ
よ
く
思お
ほ

し
な
す
べ
か
め
れ
ど
、
御
顔か
ほ

の
色
も
あ
ら
ぬ
さ
ま

に
い
み
じ
く
、
た
え
ぬ
御
涙
の
と
ま
ら
ぬ
を
、
理
こ
と
は
りに

悲か
な

し
く
見み

奉た
て
ま
つり
給
〔
ふ
〕。「
御
物も
の

怪ゝ
け

な
ど
の
、
こ
れ
も
人
の
心
乱み
た

ら
ん
と

て
、
か
く
の
み
物
し
侍
る
を
、
③
然さ

も
や
お
は
し
ま
す
ら
ん
。

�

（
陽
明
文
庫
本
）

①
「
の
給
」
に
対
し
て
「
申
給
」、
②
「
心
つ
よ
く
」
に
対
し
て
「
せ

め
て
心
つ
よ
く
」
と
い
う
異
同
が
存
す
る
。
ま
た
③
で
紀
州
家
本
に
見

え
る
「
例
も
」
と
い
う
異
文
は
、
阿
里
莫
本
と
麦
生
本
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

紀
州
家
本
が
阿
里
莫
本
、
麦
生
本
に
一
致
す
る
箇
所
は
他
に
も
あ
る
。

二
条
院
で
の
法
華
経
供
養
を
終
え
帰
途
に
つ
く
花
散
里
に
紫
の
上
が

贈
っ
た
歌
。

絶
え
ぬ
べ
き
み
の
り
な
が
ら
ぞ
頼
ま
る
ゝ
世
々
に
と
む
す
ぶ
長
き
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ち
ぎ
り
を�

（
紀
州
家
本
）

巻
名
「
御
法
」
の
由
来
と
な
っ
た
紫
の
上
の
歌
。
結
句
「
長
き
ち
ぎ
り

を
」
は
青
表
紙
本
、
河
内
本
、「
別
本
」
の
殆
ど
が
「
中
の
ち
ぎ
り

を
」
に
作
る
。
紀
州
家
本
の
「
長
き
ち
ぎ
り
を
」
に
同
じ
く
す
る
の
は
、

麦
生
本
と
阿
里
莫
本
の
み
で
あ
る
。

こ
の
部
分
、
仮
名
に
直
せ
ば
、「
な
か
の
ち
き
り
を
」
と
「
な
か
き

ち
き
り
を
」。「
の
」
と
「
き
」
の
異
同
で
あ
る
。
字
母
が
明
ら
か
で
な

い
の
で
こ
れ
は
あ
く
ま
で
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
恐
ら
く
こ
こ
は

「
能
」
と
「
起
」
の
誤
写
に
よ
る
異
同
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
運
筆
は

違
う
が
、
字
形
が
似
て
い
る
の
で
誤
る
こ
と
は
多
分
に
あ
り
得
る
と
思

わ
れ
る
。

最
後
に
も
う
一
例
、
紀
州
家
本
御
法
巻
が
「
別
本
」
諸
本
と
近
し
い

関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
す
異
文
を
紹
介
す
る
。

巻
末
、
紫
の
上
の
死
を
悼
む
人
々
の
様
子
を
書
く
箇
所
。

青
表
紙
本
、
河
内
本
と
も
、

中
宮
な
ど
も
思お
ほ

し
忘わ
す

る
ゝ
と
き
の
間ま

無な

く
、
こ
ひ
き
こ
え
た
ま
ふ
。

�

（
大
島
本
）

中
宮
な
ど
も
思お
ほ

し
忘わ
す

る
ゝ
と
き
の
間ま

無な

く
、
こ
ひ
き
こ
え
給
。

�

（
尾
州
家
本
）

傍
線
部
を
以
て
巻
を
終
え
る
が
、
紀
州
家
本
は
少
し
く
異
な
る
。

中
宮
な
ど
も
、
お
ぼ
し
忘
る
ゝ
時
の
間
も
な
く
、
日
數
に
な
べ
て

恋
ひ
聞
え
給
ふ
。�

（
紀
州
家
本
）

「
日
數
に
な
べ
て
」
と
い
う
文
言
が
付
け
加
わ
っ
た
形
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
と
同
じ
傾
向
に
あ
る
の
は
、
先
ほ
ど
も
紀
州
家
本
と
の
類
似

を
指
摘
し
た
、
阿
里
莫
本
、
麦
生
本
の
他
、
保
坂
本
、
陽
明
文
庫
本
で

あ
る
。中

宮
な
ど
も
思お
ほ

し
忘わ
す

る
ゝ
と
き
の
間ま

無な

く
あ
け
暮
の
日
か
す
に
そ

へ
て
こ
ひ
聞
え
給
。�

（
阿
里
莫
本
・
麦
生
本
）

中
宮
な
ど
も
思お
ほ

し
忘わ
す

る
ゝ
折を
り

無な

く
、
日
か
す
に
そ
え
て
こ
ひ
き
こ

え
給
事
、
い
み
し
く
た
く
な
く
な
ん
そ
こ
ら
の
御
中
ら
ひ
に
、
み

な
お
も
ひ
い
て
き
こ
え
た
ま
ひ
け
る
。�

（
保
坂
本
）

中
宮
な
ど
も
思お
ほ

し
忘わ
す

る
ゝ
と
き
の
間ま

無な

く
、
ひ
か
す
に
そ
へ
て
こ

ひ
き
こ
え
給
。�

（
陽
明
文
庫
本
）

紀
州
家
本
は
、
こ
れ
ら
の
中
で
は
、
陽
明
文
庫
本
に
一
番
近
似
し
た
本

文
と
言
え
よ
う
か
。
特
定
の
伝
本
に
酷
似
す
る
本
文
と
い
う
訳
で
は
な

い
が
、
以
上
の
例
か
ら
、
紀
州
家
本
御
法
巻
も
「
別
本
」
と
認
め
て
問

題
な
か
ろ
う
。
紀
州
家
本
は
、
数
少
な
い
御
法
巻
の
「
別
本
」
と
し
て
、

貴
重
な
本
文
資
料
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
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八
　
幻
巻

幻
巻
は
、
紫
の
上
の
死
を
悼
み
過
ご
す
光
源
氏
の
一
年
を
書
く
。

源
氏
が
我
が
身
の
上
を
「
こ
の
世
に
つ
け
て
は
、
飽あ

か
ず
思お
も

ふ
べ
き

こ
と
お
さ
〳
〵
あ
る
ま
じ
う
、
高た
か

き
身
に
は
生う

ま
れ
な
が
ら
、
又
人
よ

り
異こ
と

に
、
口く
ち

惜お

し
き
契
〔
り
〕
に
も
あ
り
け
る
か
な
」
と
、
顧
み
た
後
、

世
の
は
か
な
く
う
き
を
し
ら
す
へ
く
、
仏ほ
と
けな

ど
の
掟を
き

て
給
へ
る
身み

な
る
べ
し
。�

（
大
島
本
）

と
い
う
本
文
が
、
青
表
紙
本
と
河
内
本
、
そ
し
て
伏
見
天
皇
本
、
穂
久

邇
文
庫
本
は
続
く
が
、
傍
線
部
に
つ
い
て
、「
別
本
」
と
さ
れ
る
伝
本

は
異
な
る
本
文
と
な
っ
て
い
る
。

世
の
こ
と
は
り
も
ひ
ろ
く
し
ら
す
、
た
ゝ
と
き
に
あ
た
り
て
お
も

ふ
事
な
く
過
し
つ
へ
か
り
け
る
年
月
の
ほ
と
よ
り
も
か
な
し
と
お

も
ふ
こ
と
た
え
す
、
世
の
は
か
な
く
う
き
こ
と
を
お
も
ひ
し
る
へ

く
、
仏ほ
と
けな
ど
の
掟を
き

て
給
へ
る
身み

な
る
べ
し
。

�

（
阿
里
莫
本
・
麦
生
本
）

よ
の
こ
と
は
り
も
ふ
か
う
し
ら
す
、
た
ゝ
時
に
あ
た
り
て
思
ふ
こ

と
な
く
て
す
こ
し
つ
へ
か
り
し
ほ
と
よ
り
か
な
し
と
お
も
ふ
事
た

え
す
、
は
か
な
く
う
ち
き
く
こ
と
を
思
し
る
へ
く
、
仏ほ
と
けな
ど
の
掟を
き

て
給
へ
る
身み

な
る
べ
し
。�

（
飯
島
本
）

世
の
こ
と
は
り
も
し
り
た
ま
え
す
、
た
ゝ
と
き
に
あ
り
て
お
も
ふ

こ
と
な
く
す
く
し
つ
へ
か
り
し
年
月
の
ほ
と
よ
り
か
な
し
と
お
も

ふ
事
た
え
す
、
世
の
は
か
な
く
う
き
こ
と
を
思
し
る
へ
く
て
、
仏

な
ど
の
掟お
き

て
給
〔
ふ
〕
な
る
べ
し
。�

（
御
物
本
）

よ
の
こ
と
は
り
も
ふ
か
く
し
ら
す
、
た
ゝ
と
き
に
あ
た
り
て
お
も

ふ
事
な
く
す
く
し
つ
へ
か
り
し
と
し
の
ほ
と
よ
り
か
な
し
と
お
も

ふ
こ
と
た
え
す
、
よ
の
は
か
な
く
う
き
事
を
お
も
ひ
し
る
へ
く
、

仏ほ
と
けな

ど
の
掟お
き

て
給
へ
る
身み

な
る
べ
し
。�

（
保
坂
本
）

よ
の
こ
と
は
り
も
ふ
か
く
し
ら
す
、
と
き
に
あ
た
り
て
を
も
ふ
事

な
く
す
く
し
つ
へ
か
り
け
る
と
し
の
ほ
と
よ
り
か
な
し
と
お
も
ふ

こ
と
た
え
す
、
世
の
は
か
な
く
う
き
世
し
ら
る
へ
く
、
仏ほ
と
けな
ど
の

掟を
き

て
給
へ
る
身み

な
る
べ
し
。�

（
陽
明
文
庫
本
）

細
か
な
異
同
は
存
す
る
も
の
の
、「
別
本
」
と
考
え
ら
れ
る
伝
本
は
概

ね
共
通
し
た
本
文
と
な
っ
て
い
る
。

紀
州
家
本
も
小
異
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
と
殆
ど
同
一
の
本
文
と

な
っ
て
い
る
。

世
の
こ
と
わ
り
も
深
う
知
ら
す
、
た
ゞ
時
に
あ
た
り
て
思
ふ
こ
と

な
く
過
し
つ
べ
か
り
け
る
年
の
程
よ
り
悲
し
と
思
ふ
こ
と
絶
え
ず
、

世
の
果は

か

な
く
憂
き
よ
し
知
る
べ
く
、
佛
な
ど
の
掟お
き

て
給
へ
る
身
な
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る
べ
し
。�

（
紀
州
家
本
）

こ
の
他
に
も
、
紀
州
家
本
が
「
別
本
」
の
み
に
見
え
る
異
文
を
有
し

て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

生
前
、
紫
の
上
が
植
え
た
四
季
折
々
の
花
に
つ
い
て
記
す
箇
所
。

ほ
か
の
花
は
一ひ
と
へ重
散ち

り
て
八
重
咲さ

く
花
桜
盛さ
か

り
過す

ぎ
て
、
樺か
は

桜さ
く
らは

開ひ
ら

け
、
藤
は
遅を
く

れ
て
色
づ
き
な
ど
こ
そ
は
す
め
る
を
、
そ
の
遅を
そ

く

疾と

き
花
の
こ
ゝ
ろ
を
よ
く
わ
き
て
、
色
々
を
尽つ

く
し
植う

へゑ
置を

き
給

〔
ひ
〕
し
か
ば
、�

（
大
島
本
）

河
内
本
、
伏
見
天
皇
本
、
穂
久
邇
文
庫
本
も
こ
れ
に
殆
ど
同
じ
く
す
る

が
、
傍
線
部
に
つ
い
て
「
別
本
」
の
多
く
は
、

心
を
よ
く
と
り
わ
き
て
お
も
し
ろ
く
み
所
あ
ら
せ
ん
と
て
、

�

（
阿
里
莫
本
・
麦
生
本
）

心
を
し
り
つ
ゝ
お
も
し
ろ
う
見
と
こ
ろ
あ
ら
せ
ん
と
、�（
飯
島
本
）

心
を
し
り
て
お
も
し
ろ
く
見
と
こ
ろ
あ
ら
せ
ん
と
、�
（
御
物
本
）

こ
ゝ
ろ
を
し
り
つ
ゝ
を
も
し
ろ
う
み
と
こ
ろ
あ
ら
せ
ん
と
、

�

（
保
坂
本
）

と
い
う
本
文
と
な
っ
て
い
る
。

紀
州
家
本
も
こ
の
部
分
、

心
を
能
く
知
り
つ
ゝ
お
も
し
ろ
く
見
所
あ
り
て
、

と
あ
り
、
飯
島
本
や
保
坂
本
に
類
似
し
た
本
文
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
に
よ
れ
ば
、
紀
州
家
本
幻
巻
も
「
別
本
」
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い

で
あ
ろ
う
。

「
別
本
」
の
幻
巻
と
し
て
は
、
近
年
、
飯
沼
山
圓
福
寺
に
蔵
さ
れ
る

伝
西
行
筆
一
帖
が
、
佐
々
木
孝
浩
氏
に
よ
っ
て
新
た
に
紹
介
さ
れ
た

（「
飯
沼
山
圓
福
寺
蔵　

源
氏
物
語
「
ま
ほ
ろ
し
」
帖
―
解
題
・
影
印
・

翻
刻
―
」、『
斯
道
文
庫
論
集
』
五
三
〔
二
〇
一
九
・
二
〕）。
佐
々
木
氏

に
よ
れ
ば
、
圓
福
寺
本
は
、
天
理
図
書
館
蔵
伝
源
頼
政
筆
柏
木
巻
の
僚

巻
で
あ
り
、
そ
の
本
文
は
保
坂
本
に
近
似
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
う
。

先
の
異
文
二
例
に
つ
い
て
も
表
記
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
圓
福
寺
本
は
保

坂
本
と
同
文
で
あ
る
。

保
坂
本
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
る
圓
福
寺
本
で
あ
る
が
、
紀
州
家
本

に
一
致
す
る
箇
所
も
あ
る
。

花
散
里
へ
の
源
氏
の
返
歌
。

さ
衣
の
う
す
き
に
か
は
る
今
日
よ
り
は
う
つ
せ
み
の
世
ぞ
い
と
ゞ

悲
し
き�

（
紀
州
家
本
）

初
句
「
さ
衣
の
」
に
つ
い
て
、
青
表
紙
本
、
河
内
本
、「
別
本
」
の
殆

ど
（
（
（

が
「
羽
衣
の
」
に
作
る
。
佐
々
木
氏
は
「
保
坂
本
と
も
一
致
し
な
い

数
文
字
の
独
自
異
文
」
と
し
て
こ
の
箇
所
を
取
り
あ
げ
、「
和
歌
表
現

的
に
も
「
空
蝉
」
に
対
応
す
る
の
は
「
羽
衣
」
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
は

円
福
寺
本
の
誤
写
と
み
て
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
す
る
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（
前
掲
論
文
）
が
、
紀
州
家
本
と
東
京
大
学
本
も
「
さ
衣
」
に
作
り
、

言
経
本
も
「
さ
」
を
見
せ
消
ち
に
し
て
「
は
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
は
単
な
る
「
円
福
寺
本
の
誤
写
」
で
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。「
和

歌
表
現
的
に
も
「
空
蝉
」
に
対
応
す
る
の
は
「
羽
衣
」」
で
あ
る
な
ら

ば
、
こ
こ
は
「
は
（
波
）」
と
「
さ
（
佐
）」
の
字
形
の
類
似
に
起
因
し

た
誤
謬
で
あ
ろ
う
。
紀
州
家
本
、
圓
福
寺
本
、
東
大
本
、
言
経
本
に
共

通
す
る
祖
本
に
お
い
て
か
か
る
誤
写
が
生
じ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

な
お
幻
巻
で
は
、
紀
州
家
本
独
自
の
奇
異
な
本
文
に
も
接
す
る
。

紫
の
上
を
失
い
悲
嘆
に
昏
れ
る
源
氏
。
夏
、
池
の
ほ
と
り
を
飛
ぶ
蛍

を
見
て
、「
長
恨
歌
」
の
一
節
、「
夕
殿
螢
飛
思
悄
然　

孤
燈
挑
尽
未
成

睡
」
を
誦
じ
て
詠
唱
す
る
場
面
。

螢
の
い
と
多お
ほ

う
飛と

び
交か

ふ
も
、「
夕
殿
に
ほ
た
る
と
ん
て
」
と
、

例れ
い

の
古ふ
る
こ
と言

も
か
ゝ
る
筋す
ち

に
の
み
口く
ち

馴な

れ
給た
ま

へ
り
。

夜よ
る

を
知し

る
螢ほ
た
るを
見み

て
も
か
な
し
き
は
時
ぞ
と
も
な
き
思お
も

ひ
な
り

け
り�

（
大
島
本
）

傍
線
部
、
源
氏
が
口
ず
さ
む
「
長
恨
歌
」
の
一
節
は
、
管
見
に
入
る
す

べ
て
の
伝
本
に
お
い
て
右
の
本
文
と
な
っ
て
い
る
が
、
紀
州
家
本
に
お

い
て
は
、

夕
殿
に
蛍
と
も
し
て

と
な
っ
て
い
る
。「
夕
殿
螢
飛
」
と
「
孤
燈
尽
挑
」
の
混
成
の
よ
う
な

本
文
で
あ
り
、
文
意
も
通
ら
な
い
。
勿
論
、「
長
恨
歌
」
の
訓
読
に
も

こ
の
よ
う
な
例
は
な
く
、
紀
州
家
本
独
自
の
異
文
で
あ
る
。
恐
ら
く
こ

こ
は
、「
夕
殿
に
蛍
と
ん
て
」
と
あ
っ
た
が
、「
ん
（
无
）」
と
「
も

（
毛
）」
の
類
似
に
よ
っ
て
誤
写
が
生
じ
て
「
夕
殿
に
蛍
と
も
て
」
と
な

り
、「
と
も
て
」
で
は
意
を
解
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、「
と
も
し
て
」

に
改
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
た
だ
し
こ
の
改
変
が
紀
州
家
本
に
お

け
る
も
の
か
、
紀
州
家
本
の
元
本
に
お
け
る
も
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。

ま
た
、
た
と
え
誤
り
と
認
識
し
て
い
て
も
元
本
を
忠
実
に
写
そ
う
と
し

た
の
か
、
文
意
が
不
可
解
な
も
の
で
あ
っ
て
も
特
段
気
に
し
な
か
っ
た

の
か
、
写
し
手
の
書
写
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
も
気
に
な
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

幻
巻
も
「
別
本
」
と
認
め
ら
れ
る
一
巻
で
あ
り
、
保
坂
本
や
圓
福
寺

本
と
の
類
似
を
指
摘
で
き
る
。
他
の
巻
に
お
い
て
も
そ
の
親
近
性
を
窺

う
こ
と
の
で
き
た
保
坂
本
と
の
関
係
性
の
強
さ
が
幻
巻
に
お
い
て
も
確

認
で
き
る
。

注（
1
）�
紀
州
家
本
の
伝
来
、
研
究
史
、
そ
し
て
「
校註

日
本
文
学
大
系
校
本
」

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
紀
州
家
旧
蔵
伝
阿
仏
尼
等
筆
源
氏

物
語
本
文
の
新
考
察
―
新
出
「
校註

日
本
文
学
大
系
校
本
」
管
見
―
」
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（『
国
語
国
文
』
九
二
―
五
、
二
〇
二
三
・
五
）
参
照
。

（
2
）�

紀
州
家
本
と
他
本
と
を
較
べ
た
と
き
、
紀
州
家
本
の
独
自
性
が
際

立
つ
の
は
「
例
の
様
式
の
絵
な
ど
」
と
あ
る
部
分
で
あ
る
。「
校註

日

本
文
学
大
系
校
本
」
に
は
特
に
注
記
が
無
い
こ
と
か
ら
、
紀
州
家

本
原
本
に
も
、
表
記
こ
そ
不
明
だ
が
、「
様
式
」
と
い
う
語
が
あ
っ

た
と
し
か
解
せ
な
い
。
し
か
し
、「
様
式
」
と
い
う
語
は
『
大
漢
和

辞
典
』
に
は
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、『
日
本
国
語
大
辞
典　

第
二

版
』
を
見
て
も
そ
の
用
例
は
、
中
村
正
直
訳
『
西
国
立
志
編
』
を

筆
頭
に
近
代
の
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
様
式
」

と
い
う
語
は
近
代
に
至
っ
て
造
ら
れ
た
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
す
れ
ば
、
か
か
る
語
が
鎌
倉
期
写
の
紀
州
家
本
に
見
え
る
の
は

不
可
解
で
あ
る
。「
武
田
校
本
」「
山
岸
校
本
」「
校註

日
本
文
学
大
系

校
本
」、
い
ず
れ
か
の
書
入
筆
者
の
誤
謬
で
あ
ろ
う
か
。

（
3
）�「
源
中
将
せ
め
て
よ
ひ
い
た
さ
せ
け
れ
は
」
―
阿
里
莫
本
「
源
中
納

言
し
の
ひ
て
物
い
ひ
に
」。

（
4
）�「
ほ
さ
ち
」
―
池
田
本
「
ほ
さ
ち
を
」、
西
下
経
一
旧
蔵
本
「
ほ
さ

つ
」。

（
5
）�

御
物
本
「
な
と
し
給
御
そ
の
お
と
な
と
」、
麦
生
本
「
な
と
し
給
御

そ
の
を
と
な
ひ
な
と
」、
阿
里
莫
本
「
な
と
し
給
御
そ
の
を
と
な
ひ

な
と
は
」。

（
6
）�

二
〇
〇
八
年
、
伊
井
春
樹
氏
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
が
公
に
さ
れ
た

大
澤
本
（
宇
治
市
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
所
蔵
）
も
ま
た
、
夕

霧
の
子
の
人
数
と
内
訳
に
つ
い
て
珍
し
い
本
文
と
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
同
氏
『
大
沢
本
源
氏
物
語
の
伝
来
と
本
文
の
読
み
の
世

界
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
六
）
に
掲
出
さ
れ
る
本
文
を
見
る
に
、

雲
居
雁
の
子
は
、「
太
郎
」「
三
郎
」「
四
郎
」「
六
ら
う
」「
中
の
き

み
」「
四
の
君
」、
藤
典
侍
の
子
は
「
大
君
」「
三
君
」「
六
の
き

み
」「
二
郎
」「
五
ら
う
」
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
確
認
で
き
る
主

要
伝
本
の
い
ず
れ
に
も
合
致
し
な
い
内
訳
で
あ
る
。

（
7
）�「
さ
衣
の
う
す
き
に
か
は
る
」
―
御
物
本
「
ぬ
き
か
ふ
る
う
す
ゝ
み

こ
ろ
も
」。

〔
付
記
〕�

本
稿
は
、
成
城
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
に
二
〇
二
四
年
度
提

出
の
博
士
論
文
「
紀
州
家
旧
蔵
伝
阿
仏
尼
等
筆
源
氏
物
語
の
研

究
」
の
一
部
で
あ
る
。

�

（
な
り
た
・
だ
い
ち　

明
治
大
学
商
学
部
兼
任
講
師
）


